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問題区分 正 答 例 
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証明 

正三角形ＡＢＣの面積をＳとすると、正三角形の 1 辺の長さは６であるから 
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 よって、正三角形の面積Ｓは一定であるから、 

長さの和ＰＤ+ＰＥ+ＰＦ は一定である。 
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問題区分 正 答 例 

５ 

１ 
(１) 

化学式  KNO３ 

理由 水温によって溶解できる質量の差が大きいため、高温で溶かしてから冷却する

と、より多くの結晶ができるから。 
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焦点距離  ３                         cm 

７ 物体を置いた向きとは、上下左右が反対の像になる。 

８ 花こう岩 
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